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解
題
と
翻
刻

柴

佳

世

乃

三
重
県
津
市
の
西
来
寺
（
天
台
真
盛
宗
）
に
所
蔵
さ
れ
る
『
法
華
読
音
』
を
翻
刻
紹
介
し
、
併
せ
て
簡
略
な
解
説
を
施
す
。

解

題

本
書
は
、
鎌
倉
後
期
の
天
台
学
僧
、
成
乗
坊
義
源
が
、
自
ら
が
伝
授
さ
れ
た『
法
華
経
』の
字
音
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

奥
書
に
よ
れ
ば
、
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
三
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
、
善
峯
寺
に
お
い
て
仏
神
聖
人
よ
り
伝
授
さ

れ
た
も
の
と
い
う
。
書
中
、「
乾
元
二
ー
三
ー
廿
三
ー
」（
八
オ
）「
同
廿
三
日
夜
」（
一
一
ウ
）「
已
上
廿
四
日
」（
二
一
オ
）「
已
上

廿
四
夜
」（
二
二
ウ
）「
已
上
廿
五
日
」（
三
〇
オ
）
な
ど
と
あ
る
か
ら
、
実
際
に
日
に
ち
を
追
っ
て
個
々
の
字
音
を
伝
授
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。『
法
華
経
』
八
巻
二
十
八
品
の
、
序
品
か
ら
は
じ
ま
っ
て
勧
発
品
ま
で
順
を
追
っ
て
、
経
の
文
字
が
掲
出
さ
れ
、
声
点

や
入
声
表
記
、
あ
る
い
は
注
意
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
末
尾
に
は
、「
法
花
読
誦
相
承
」
と
し
て
梶
井
流
・
恵
心
流
の
血
脈

が
記
載
さ
れ
、
両
流
に
義
源
が
連
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
日
に
ち
を
明
確
に
、
実
際
に
行
わ
れ
た
相
伝
で
あ
る
こ

（３１）



と
、
檀
那
流
（
梶
井
流
は
檀
那
流
に
属
す
る
）・
恵
心
流
の
天
台
教
学
二
流
に
お
い
て
法
華
経
読
誦
の
口
伝
が
存
在
し
、
こ
の
よ
う

な
形
で
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
教
学
に
お
け
る
重
要
人
物
義
源
が
そ
れ
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
等
の
点
に
お

い
て
看
過
で
き
な
い
資
料
と
い
え
よ
う
。
本
書
に
つ
い
て
は
、『
法
華
経
』
の
字
音
研
究
の
立
場
か
ら
、
は
や
く
兜
木
正
亨
氏
が
言

及
さ
れ
、
梗
概
も
記
さ
れ
て

（
１
）

い
る
が
、
全
体
の
紹
介
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
書
を
所
蔵
さ
れ
る
西
来
寺
は
、
近
世
末
の
学
僧

（
２
）

宗
淵
（
一
七
八
六
―
一
八
五
九
）
が
住
し
た
寺
で
あ
る
。
宗
淵
は
、
山
家
本
『
法

華
経
』
を
開
版
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
法
華
経
』
お
よ
び
そ
の
字
音
に
関
す
る
書
を
博
覧
し
た
。『
法
華
経
考
異
』
下
巻
末
尾
に
「
妙

経
字
音
書
目
」
と
し
て
そ
れ
ら
の
書
名
が
挙
げ
ら
れ
、
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
、

法
華
読
音

〈
叡
山
ノ
成
乗
坊
義
源
法
印
ノ
撰
。
其
尾
ニ
載
ス
二
法
華
読
誦
之
相
承
ヲ
一
。
先
挙
テ
二
梶
井
ノ
流
ヲ
一
云
、
慈
覚
大

師
、
承
雲
和
尚
、
尊
意
贈
僧
正
、
安
愿
内
供
、
尋
叡
内
供
、
明
快
大
僧
正
、
良
真
大
僧
正
、
最
雲
法
親
王
、
仁
豪
僧
正
、
明
雲

大
僧
正
、
顕
真
権
僧
正
、
仁
全
法
印
、
承
弁
法
眼
、
源
全
法
印
、
義
源
ト
。
次
ニ
挙
テ
二
恵
心
流
ヲ
一
云
、
恵
心
ノ
先
徳
、
覚
超
、

勝
範
、
長
豪
、
忠
尋
、
寛
勝
、
仁
真
、
行
忍
上
人
、
阿
観
上
人
、
義
源
ト
。
右
ノ
両
流
ハ
一
同
、
但
有
二
口
決
一
。
更
ニ
問
ヘ
。

乾
元
三
年
三
月
伝
受
ト
云
云
。
淵
、
写
二
得
ス
二
本
ヲ
一
。
一
本
ハ
者
、
葛
河
ノ
明
王
堂
ノ
蔵
、
一
ハ
者
、
東
山
ノ
若
王
子
ノ
蔵
也
。

（
後
略
）〉

（〈

〉
は
割
注
、
句
読
点
は
私
意
。
引
用
に
際
し
、
音
訓
符
は
省
略

（
３
）

し
た
。）

と
あ
る
。
こ
れ
が
本
書
に
他
な
ら
な
い
。
宗
淵
は
、
義
源
の
音
を
批
判
的
に
取

（
４
）

捨
し
、『
法
華
経
』
研
究
を
成
し
て
い
る
が
、
そ
の

著
作
の
中
に
「
源
音
」（＝

義
源
『
法
華
読
音
』
の
音
）
へ
の
言
及
は
多
い
。
宗
淵
が
、
参
照
す
べ
き
も
の
と
し
て
本
書
を
取
り
上

げ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
本
書
に
関
連
す
る
も
の
に
、
随
心
院
蔵
『
妙
法
華
経
音
義
』、
な
ら
び
に
京
都
大
学
文
学
部
蔵
『
法
華
廿
八
品
字
読

ク
セ
』
が
あ
る
（
以
下
、
適
宜
「
随
心
院
本
」「
京
大
本
」
と
略
称
）。

随
心
院
本
に
つ
い
て
は
、
京
大
本
と
の
対
照
を
も
含
め
て
、
山
本
秀
人
氏
に
詳
細
な
解
説
が

（
５
）

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、

『
法
華
読
音
』
と
の
関
係
を
述
べ
た
い
。
随
心
院
蔵
『
妙
法
華
経
音
義
』
の
構
成
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
（
山
本
氏
に
よ
る
）。

�
法
華
経
読
誦
の
作
法
（
序
文
に
相
当
）

�
音
義
本
体

�
「
法
華
経
読
音
句
」

�
「
又
様
」

�
「
法
華
読
誦
相
承
次
第
」

�
「
旦
」「
大
」
等
人
名
略
称
の
説
明

�
「
半
音
」「
中
音
」
等
の
解
説

同
様
に
、
京
大
蔵
『
読
ク
セ
』
の
構
成
は
、

�
「
読
ク
セ
」
本
体
（
…
…
随
心
院
本
の
音
義
本
体
に
相
当
）

�
「
法
華
経
読
音
句
」

�
「
又
様
」

�
「
旦
」「
大
」
等
人
名
略
称
の
説
明

�
「
面
授
口
決
」
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�
「
法
華
読
誦
相
承
次
第
」

△
「
法
華
経
陀
羅
尼
」（
…
…
随
心
院
本
に
は
無
い
）

で
あ
る
（
丸
数
字
は
、
随
心
院
本
に
対
応
。
い
ず
れ
も
山
本
氏
解
説
よ
り
適
宜
引
用
）。
随
心
院
本
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
内
容
は
大

き
く
�
�
と
、
�
〜
�
と
に
分
け
ら
れ
る
。『
法
華
読
音
』
を
右
に
対
比
し
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
は
、
�
�
そ
の
も
の
に
相
当
す

る
の
で
あ
る
（
し
か
し
な
が
ら
、『
法
華
読
音
』
に
見
ら
れ
る
「
已
上
廿
四
日
」
等
の
伝
授
の
日
付
の
記
載
は
無
い
）。
こ
こ
で
重
要

な
の
は
、
右
書
の
相
承
次
第
と
相
伝
者
で
あ
る
。
随
心
院
本
末
尾
に
は
、「
応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
庚
戌
七
月
六
日

法
印
権
大

僧
都
叡
記
」
と
あ
り
、「
叡
」
と
は
血
脈
よ
り
「
叡
憲
」
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
梶
井
流
血
脈
に
は
、
義
源
か
ら
叡
憲

に
至
る
線
が
示
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
文
中
「
私
云
叡
ー
、
対
成
師
一
部
首
尾
奉
受
分
及
七
八
个
度
」
の
謂
い
が
あ
る
の
で
（「
成

師
」
と
は
、
成
乗
坊
義
源
の
こ
と
）、
義
源
か
ら
叡
憲
に
相
伝
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
『
法
華
読
音
』
は
、
義
源
が
、
乾
元
二
年
に
相
伝
さ
れ
た
『
法
華
経
』
字
音
の
内
容
を
著
し
た
も
の
で
あ
り
、

随
心
院
蔵
『
妙
法
華
経
音
義
』
お
よ
び
京
大
蔵
『
読
ク
セ
』
は
、『
法
華
読
音
』
を
含
め
て
義
源
か
ら
弟
子
叡
憲
に
伝
授
さ
れ
た
口

伝
を
、
叡
憲
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
読
音
』に
見
ら
れ
る
伝
授
の
日
付
が
後
二
者
に
無
い
の
も
、
相
伝
に
あ
た
っ

て
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
随
心
院
本
・
京
大
本
は
、
相
互
に
声
点
表
記
が
相
違
し
て
い
る
箇
所
が
若
干
見
ら
れ
る
が
、『
法
華

読
音
』
と
の
対
比
に
お
い
て
も
同
様
に
、
相
違
箇
所
が
存
す
る
。
書
写
段
階
に
お
け
る
差
声
の
誤
り
な
ど
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
検
討
の
余
地
を
残
す
。
ち
な
み
に
、『
法
華
読
音
』
冒
頭
の
、
読
誦
の
際
に
唱
え
る
頌
は
、
随
心
院
本
に
の
み
見
ら
れ
る
（
前

掲
構
成
�
）。
お
そ
ら
く
『
法
華
読
音
』
撰
述
時
よ
り
付
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
随
心
院
本
お
よ
び
京
大
本
の
�
以

下
に
は
、
読
経
道
（
芸
道
と
し
て
の
読
経
）
に
ま
つ
わ
る
伝
承
な
ど
が
見

（
６
）

ら
れ
、
こ
れ
が
義
源
か
ら
叡
憲
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
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る
と
す
れ
ば
、
教
学
の
人
脈
の
中
に
こ
う
し
た
読
経
伝
承
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
立
ち

入
ら
な
い
で
お
く
。

さ
て
、
義
源
に
つ
い
て
、
血
脈
を
中
心
に
い
さ
さ
か
触
れ
て
お
く
。
義
源
は
、
天
台
教
学
に
お
い
て
は
梶
井
流
に
属
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
口
伝
類
を
記
録
し
て
学
問
の
中
心
を
担
っ
た
「
記
家
」
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
梶
井
流
の
血
脈
『
師
資
相
承
血
脈
譜

（
７
）

次
第
』
に
、

義
源
の
名
が
見
え
る
。

付
嘱
梨
本
門
跡

梶
井
正
流

道
邃
和
尚
、
伝
教
大
師
、
慈
覚
大
師
、
承
雲
和
尚
、
尊
意
贈
僧
正
、
安
愿
内
供
、
尋
叡
内
供
、
明
快
大
僧
正
、
良
真
大
僧
正
、

仁
豪
僧
正
、
最
雲
親
王
、
明
雲
大
僧
正
、
顕
真
権
僧
正
、〈
此
時
当
流
二
分
。
一
分
仁
快
大
僧
都
、
今
大
祖
師
也
。
分
布
延
暦

寺
執
当
仁
全
法
師
。〉
仁
快
大
僧
都
、
承
快
法
印
、
雲
快
僧
正
、
顕
雲
僧
正
、
顕
意
僧
都
、
雲
雅
僧
正
〈
已
上
大
塔
門
流
〉、

仁
全
法
印
〈
梶
井
流
祖
師
〉、
承
弁
法
眼
〈
同
執
当
〉、
源
全
法
印
〈
同
〉、
弁
全
法
眼
、
義
源
〈
已
上
梶
井
流
〉、
光
宗
、
慈
顕

（
傍
線
引
用
者
）

慈
覚
よ
り
顕
真
、
仁
全
よ
り
源
全
、
そ
し
て
義
源
へ
と
い
う
、『
法
華
読
音
』
の
梶
井
流
血
脈
は
、
若
干
の
順
序
の
逆
や
省
略
は

あ
る
が
、
右
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
義
源
は
、
山
王
神
道
の
書
『
山
家
要
略
記
』
の
成
立
に
深
く
関
与
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、『
渓
嵐
拾

葉
集
』
の
編
者
光
宗
の
師
で
あ
っ
た
。
ま
た
檀
那
流
の
み
な
ら
ず
、
恵
心
流
、
台
密
穴
太
流
等
々
諸
流
に
通
じ
、
中
世
の
天
台
教
学

の
興
隆
に
お
お
き
く
寄
与
し
た
人
物
で
あ
る
。
義
源
の
足
跡
は
野
本
覚
成
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

（
８
）

る
が
、
そ
れ
に
参
照
す
れ

ば
、『
法
華
読
音
』
を
伝
授
さ
れ
著
し
た
の
は
、
記
家
と
し
て
の
活
動
が
本
格
化
す
る
前
の
こ
と
と
な
る
。
円
頓
戒
の
再
興
を
成
し

た
興
円
と
関
わ
る
の
も
、
こ
の
後
で
あ
る
。
義
源
を
め
ぐ
る
人
脈
に
つ
い
て
は
後
考
に
委
ね
た
い
が
、
義
源
の
広
汎
な
学
の
な
か

（３５）
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に
、『
法
華
経
』
の
字
音
学
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
書
『
法
華
読
音
』
は
、
主
と
し
て
字
音
研
究
の
立
場
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
教
学
や
中
世
文
化
の
側
か
ら

は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
義
源
の
撰
述
で
あ
り
、
恵
檀
の
教
学
に
お
い
て
も
字
音
の
口
伝
伝
授
が
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
大
変
興
味
深
い
。
南
北
朝
期
に
至
る
と
、
記
家
に
も
通
ず
る
心
空
が
、
字
音
に
関
す
る
書
物
を
次
々

と
著
し
て
い
く
こ
と
も
思
い
併
さ
れ
る
。
本
書
は
、
教
学
と
読

（
９
）

経
道
の
連
関
を
考
え
る
際
に
、
様
々
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず

で
あ
る
。

注（
１
）

兜
木
正
亨
『
法
華
版
経
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）。
数
箇
所
に
わ
た
っ
て
言
及
が
あ
る
が
、
特
に
「
法
華
経
開
版
史

上
に
お
け
る
宗
淵
上
人
の
業
績
」
に
内
容
の
梗
概
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
。

（
２
）

宗
淵
に
つ
い
て
は
、『
天
台
学
僧
宗
淵
の
研
究
』（
真
阿
宗
淵
上
人
鑽
仰
会
編
、
一
九
五
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
３
）

国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

（
４
）

注
１
前
掲
書
に
論
じ
ら
れ
る
。

（
５
）
『
随
心
院
聖
教
類
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）
所
収
「
随
心
院
経
蔵
重
要
典
籍

影
印
・
翻
刻
・
解
説
」
の
う
ち
、「
妙

法
華
経
音
義

一
帖
」（
山
本
秀
人
解
説
）。

（
６
）
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
と
の
関
連
で
、
前
掲
山
本
秀
人
氏
が
言
及
。
ま
た
京
大
『
読
ク
セ
』
に
触
れ
て
清
水
眞
澄
「
能
読
と
能
説
―

音
芸
「
読
経
」
の
領
域
と
展
開
―
」（『
梁
塵
』
一
四
号
、
一
九
九
七
年
一
二
月
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
７
）

硲
慈
弘
『
日
本
仏
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
（
下
）』「
中
世
比
叡
山
に
お
け
る
記
家
と
一
実
神
道
の
発
展
」（
三
省
堂
出
版
、
一
九
五

三
年
）
所
収
。

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
三
号

（３６）



（
８
）

野
本
覚
成
「
成
乗
坊
義
源
の
行
跡
―
鎌
倉
末
比
叡
山
の
学
匠
―
」（『
天
台
学
報
』
二
七
号
、
一
九
八
五
年
一
一
月
）。

（
９
）

読
経
道
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
読
経
道
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

謝
辞

西
来
寺
に
は
、
一
九
九
七
年
春
の
最
初
の
閲
覧
よ
り
一
貫
し
て
、
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
と

紹
介
を
お
許
し
下
さ
っ
た
西
来
寺
に
、
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

書
誌

仮
綴
装
一
冊
。
法
量
、
縦
十
四
・
二
糎
、
横
十
五
・
一
糎
。
料
紙
楮
紙
。
墨
付
三
十
二
丁
。

外
題
「
法
華
讀
音
」（
左
肩
打
付
書
）。
内
表
紙
外
題
「
乾
元
中
義
源
撰
／
法
華
讀
音
」（
中
央
打
付
書
）。

表
紙
右
肩
に
「
舌
」
の
文
字
有
り
（
墨
）。
ま
た
そ
の
下
に
「
往
」
の
文
字
有
り
（
朱
）。「
西
来
寺
蔵
」
の
朱
角
印
有
り
（
表
紙
中

央
）。
近
世
後
期
書
写
。

＊
な
お
、『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、「
法
華
読
音

梶
井
流
恵
心
流
」
な
る
明
徳
院
無
動
寺
蔵
本
が
知
ら
れ
る
が
、
叡
山
文
庫
に

は
見
出
せ
ず
、
未
見
。
叡
憲
の
著
と
い
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
義
源
か
ら
叡
憲
に
相
伝
さ
れ
た
も
の
で
、
解
題
で
述
べ
た
随
心
院
本
・

京
大
本
と
同
系
統
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

翻
刻
は
、
次
の
よ
う
な
方
針
で
行
っ
た
。

（３７）
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翻
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一
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
、
割
り
注
は
〈

〉
で
括
っ
た
。

一
、
行
取
り
は
底
本
に
従
っ
た
。

一
、
半
丁
毎
に

』
を
付
し
、
行
頭
に
丁
数
を
示
し
た
。

一
、
声
点
は
、
底
本
通
り
の
場
所
に
付
し
た
。

一
、
末
尾
の
相
承
血
脈
に
、
一
部
朱
書
き
に
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、〔

〕
で
括
っ
て
示
し
た
（
原
本
の
破
損
箇
所
を
、
他
本

に
よ
っ
て
忠
実
に
補
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）。

翻

刻

乾
元
中
義
源
撰

法
華
読
音

』（
内
表
紙
）

無
上
甚
深
微
妙
典

百
千
万
劫
難
遭
遇

我
今
見
聞
得
受
持

願
解
如
来
真
実
義

已
上
唐
本
端
有
此
頌

１
オ

奉
読
之
時
先
可
唱
之

』

１
ウ
（
半
丁
白
紙
）

』
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妙
法
蓮
花
経
序
品
第
一

王
舎○
城

耆
闍

ク
半
音
崛
山○
中○

ト
ツ

ニ
ャ

逮
得
巳
利

阿
若
�
陳
如

モ
ツ

○○伽
耶○

大
目
�
連

○畢
○ヨ
ウ陵

ハ
半
音
薄
狗

衆○
所
知
識

ソ
半
音

眷
属
倶

２
オ
菩

ツ薩

殖
衆
徳

仏
恵
〈
非
ヱ
非
テ

中
音
ナ
ル
ヘ
シ
〉』

能
度
〈
ノ
ウ

ヨ
ク

タ
イ
ハ
義
叶
ヘ
リ

タ
イ

タ
ヘ
タ
リ

然
而
常
ニ
ハ
ノ
ウ
〉

勇
施○○

釈
○提

桓○
○因

○乾
闥
〈
山
門
〉

○○乾
ー
〈
法
相

三
井
同
〉

○○楽○○

〈
カ
ク
山
門

ケ
ウ
法
相
〉

○○楽
音
乾○

美
○音

乾○

婆
知
阿
修
門

婆
〈
ニ
コ
ル
ヘ
キ
歟

然
而
ス
ミ
タ
ル
ハ
尋
常
也
〉

２

位怯
ウ

○
カ

ラ羅○
コ
ン騫○
タ駄○○

囲
遶○

大
○○シ
ョ
ウ

乗

』

是
時
天○

雨○

尓
時
仏
放

眉
間
百
毫

万
八
千
世○
界

行○○

菩
薩
道

般
涅
槃
者○○

今
者○○

○当
以
問
誰

誰
能○

ツ答
者○○

（３９）
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必
応
〈
中
音

ヲ
ウ
ニ
モ
ト
ウ
ニ
モ
非
ル
音
也
〉

我
今
当
問

３
オ
照
于
〈
ウ
ノ
字
ツ
キ
ア
ケ
テ
可
読
之
〉

○欲
○○
カ
サ
ヌ

重○○

宜
此
ヲ
モ
シ

』

ヲ

悦
ス可○
ノ衆○
心
〈
去
声
ニ
可
読
歟
然
而
平
声
ニ
ヨ
ミ
タ
ル
キ
ヽ
ヤ
ス
キ
歟
〉

因
縁
〈
ネ
ン
ト
サ
ハ
�
ト
ヨ
ム
ヘ
シ

音
通
ノ
字
也
〉

皆
如

○金
○
○色

演
説
経○

典

出
柔
需莫
音○

梵
音

○○深
妙

○若
人
遭○

苦

ツ及
千
億
事

金
剛
諸
珎○

セ
フ

３
ウ
諸
仏
所
難○

○○巨
妾

』

楽
誦

○経
典

○○深
山○

深
修

○○禅
定

○安○
○○禅○○

〈
去
ハ
安
義

平
ハ
息
義
〉

コ
ツ

○宴案
黙

済
地
獄
苦
〈
獄
苦
ノ
二
字

ヒ
キ
ノ
ケ
テ
ヨ
ム
ヘ
シ
〉

増
上
慢○

○人

捶
打○
〈
去
声
コ
ト
�
�
シ

平
声
�
シ
〉

ツ及
癡
眷
属

施
仏

ツ及
○僧

４
オ

○教
詔○
〈
下
モ
去
声
ニ
読
ヘ
ケ
レ
ト
モ
平
声
ニ
ヨ
ム
ナ
リ
〉

』

香
花○

殊
○○特

ツ一
光

放
ツ一

浄
光

欣
仰○○
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ツ及
見
諸
仏

当
知○

正
遍
知○

ノ
ム

深
遠
〈
ノ
ウ
ハ
音
通

○ス
ス
ル
也
〉

純
チ一

説
応
〈
中
音
〉

有
ツ八
王
子

４
ウ

ツ七
名
〈
下
ニ
テ
ハ
七
チ
ト
上
ニ
テ
ハ
七
ツ
ト
読
也
〉

』

如
来
於
今

ツ日
中
夜

阿○
伽○

度○○
○○

利○
養○
〈
仮
名
ヲ
ハ
イ
ヤ
ウ
ト
付
ヘ
キ
ナ
リ

然
而
略
イ
ヲ
一
ヤ
ウ
ト
付
ル
ナ
リ
〉

タ
ウ

八
王
子

諸
天

○龍
鬼
神

ツ及
見
諸
天
人○

如
金○

山○○

５
オ

如
恒○○

沙

適
従
〈
チ
ヤ
ク
ハ
僻
読
也

然
而
サ
ヨ
ミ
ツ
ケ
タ
リ

シ
ヤ
ク
ト
ヨ
ム
ヘ
キ
也

チ
ヤ
ク
ハ
タ
マ
�
�
シ
ヤ
ク
ハ
ハ

シ
メ
又
マ
サ
ニ
ト
云
義
也
〉

』

何
因○
縁

光
歓○
喜

悉
皆
能○

於
中○
夜

チ一
遇

ツ一
何
速

安○
慰

勿
中
音憂

加
精○
進

法
花
〈
ク
ヱ
ト
人
ノ

耳
ニ
聞
ユ
ル
ヤ
ウ
ニ
ヨ
ム
ヘ
シ
〉

諸
仏

中
音巳

廃○
○忘

５
ウ
一
心
待○○

』

方
便
品

（４１）
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仏
曽

○親
近

五
従
成○○

仏

言
教○○

深
遠○

言
之○○

仏
所

○○成
就

ツ及
世
人

不
堪○

善
○
○説

法

如
稲○

麻○

６
オ
告
諸

○耳
耳

仏
中
音以

』

引
之

○令
得
出

有
所

○○言○○

説

未
曽

○○従○○

仏

○久
乃○

亦
無
能○

問

諸
天

○龍

所
○○行

道

瞻
仰

○○待

諸
増○○

上
慢○
者

唯
垂○

枝
○
エ
フ葉

６
ウ

○佳○
矣○○

○鉢
華○

時
チ一

』

唯
以

ツ一
大
事

一
仏
乗

出
中
音於

ツ

チ

有
懐
増

ク
ワ
イ

上
慢○

我
慢○

仏
威

以
諸
縁○

チ一
偈

ツ一
乗

不
可○

亦
無

○貪

ツ立
誓
願

今
者○○

ナ
ク

三
悪
道

虚
安

○
○法

諸
ツ法
相

ヱ

７
オ

需莫
善

○マ
ク○

心

榑
瓦○○

綵
画

』
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角フヱ
角
唄

箜○

篌○○

仏
○徳

塔
○廟
中

南○
無○

仏

其
ツ実
為

チ一
乗

説
ツ一
乗

如
第

チ一

及
諸

○根
利
鈍

安
中
音穏

ツ入
生
死

顰犁

○如
○

牛○○

ツ亦
経
行

七
ツ日
中

我
聞
聖○
師
子

７
ウ
不
可
以
言
宣○

差
別

○名

』

従
久
遠

○
○劫

来

為
説
仏

中
音恵

故

於
諸
菩
薩
中○○

説
無

○分○

別
法

悉
中
音亦

当
作
仏

懸
中
音遠

出
中
音于

世

乃
ツ一

出

発
チ一

言

心
生○○
大
歓
喜

８
オ
巻

○○第
チ一

乾
元
二
ー
三
ー
廿
三
ー

』

８
ウ
（
半
丁
白
紙
）

』

第
二

譬
喩
品

感
○傷

失
中
音於

必
中
音以
大
乗

而
今

○○従○○

仏

聞
所○○

未
聞

（４３）
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従
仏
口○
生○

仏
中
音音

於
山○

○
○谷

一
ツ法
中

フ十
八
不
共

我
ツ獨
経

９
オ
巧
言

○
○説

深
遠○

ヰ
ヤ
ウ
永
已

』

為○

天○

人○

於
天○

人

所
○○行

道

七
ツ
ラ
ナ
ル
義
也

○○
宝
行
樹

若
欲
行○○

時

善○
知○

無
瑕○○

穢

ツ悉
具
足

人
民
衆○○

雨
衆○

天
花

ツ若
過
世

ツ及
見
仏

亦
各
自
以
離
我
見

９
ウ

ツ若
国
邑

僮
○○僕

一
○門

』

多
諸
人
衆○○

○棟○

焚
焼○○

従
四
面○
起

我
身
手
有
力
〈
手
有
ヒ
キ
ノ
ケ
テ
ヨ
ム
ヘ
シ
〉

几
案

従
舎○

ツ狭
小

恋○
着

シ

視
父
而
已
〈
ス
ミ
ニ
コ
ル
〉

○○情
必

難
○
○得

○門○

外

○駕
以

我
有
〈
ヒ
キ
ノ
ケ
テ
ヨ
メ
〉

１０
オ

ツ不
也○

世
尊

○況○
復

』

而
抜
済
之

懈○○

倦
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為
生○

老

○保
任

勤
修○○

精
進

タ
ク

ユ誘○
進

ツ獨
得

其
宅

○○縁析
リ
ョ梠

差○

脱

烏
ツ鵲

虫
輩○○

其
舎
恐
怖
〈
舎
恐
ヒ
キ
ノ
ケ
テ
ヨ
ム
ヘ
シ
〉

ハ
ウ

１０
ウ
既
飽

蹲○
踞

一
尺
〈
チ
ヤ
ク

シ
ヤ
ク
〉

』

サ
ム

悪
シ
ュ獣○

○崩
倒

蔵
竄

周
章○

奸就○
○湎

○門
外

ラ
ク

貧
楽

張
シ施○

氈
細

○○

雖
復
教○
詔○

今
所○○

○応
作

真
ツ実
無
異

名
第
三
諦

リ

１１
オ
聞
者○○

更
正○

黔黙勘
梨
タ
ン○

』

水
草○

唱接セ
フ

食

○抄
劫

如
恒○○

河
沙

○園
観○

○山
澤

求
経○

同
廿
三
日
夜

信
解
品

居
僧○

涅
槃
證○○

逃○○

逝○

（４５）
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１１
ウ
他

○国

本
○
○国

皆
○盆

』

買
○客

○還
到

余○
○年

庫
○盆

○子
息

○一
旦○

テ
ン

憂
慮○

展
転

承○○

足

チ
ン

覆○
以

散
衆○

ス
イ出○
○ヌ
イ内

○○特
○尊

ツ急
追

○○

カ
ク愕

１２
オ
大

○喚

見
○
○捉

フ執
之

』

以
○冷
○水
灑
面

○審
知

除
糞

具
○○陳

○糞
土

塵
分○

土

甓盆
器○

麺○

心
相○○

○当
体○○

宣○
言○○

怪○
○
○惜

今
○
○法
○王

大
宝

音
教○○

○頓
止

１２
ウ

○愛
念

死
時○○

瘡○

券○

』

フ
ク覆
○目

○シ
ャ借

問

皆
便
令○
知

○門
外

周
行○○

○恣
其
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○報
仏
之
恩

子
等○

○

ツ法
中

○報
者

両○
肩○

コ
ト
�
�
ク

○○尽

心

ツ
ク
ス

又
知

○○成
熟

１３
オ

巻
○○第

二

』

１３
ウ
（
半
丁
白
紙
）

』

第○○

三

薬
草
喩
品
第
五

所
○○行

世○
界

遍
フ覆○

善
処○

所
○タ
イ能

フ�○
タ
ウ萄○○

枝
○葉

普
覆○

出
中
音于

○枯
槁○

ツ及
者

ツ及
得

１４
オ
尊
処○○

一
○締汐

所
○○行

』

授
記
品

而
於

○来
世

足
尊○

散
衆○

リ
ヤ
ク

称
計○○

敢○
食

沙○
礫

○楼
○閣

当
供○○

最
後

○身

見
者○○

称
数○

於
当

○来
世

（４７）

西
来
寺
蔵

義
源
撰
『
法
華
読
音
』

解
題
と
翻
刻



１４
ウ
勝
者○○

○○長
表○

意
ツ楽

国

』

如
恒○○

河
沙

○当○

説

化
城
喩
品

ツ不
也○

シ垂○

常
○
○撃

身
体○○

減○
損○

○○咸
ケ稽○

此
是
何

○因
縁

万
ツ億

国
土

１５
オ

ツ及
見

千
○
○

散
花○○

』

フ

リ
ヨ
ウ

納
処○○

迦
陵

減○○

少

雨
充○○

満

遠○
音○

転○
減○

ツ及
智
恵

フ及
楽
想

○邪
見

○
○法

ツ
シ
フ

劫
習

○
○法

三○
転○○

行
○
○法

輪

静
○室

ツ入
室

昇○

１５
ウ
安○
祥○○

所
○○行

ツ及
声

』

険○
難

○衆
人○

懈○
退○

疲
倦○

語
○衆
人○

言

知
諸

○生
死

ツ息
故

諸
天

○○神
龍

ツ及
世○
人

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
三
十
三
号

（４８）



カ
ク覚ケウ
サ
ト
ル
悟サム

○○及
四
維

甚
難○
値○○

１６
オ

○甘
露

○応
当○

知

如
恒○○

沙

』

助
ツ法
化

逗○
絶

獣○

水○

草○

○○重
門○
高
ロ
ウ楼○
閣

ツ入
此
城

懈○○

廃○

○尓
乃○

１６
ウ

』

第
四

五
百
品

奇
○○特

歎
其○○

於
賢

ツ劫
中

セ
ウ

○○台
観○

○宮
殿○○

交○
接

両○
得

ツ欲
懈
怠

不
ツ亦

快

○楼
○閣

為
宣○

○
○説

諸
神○○

通

１７
オ
他

○国

乏
短○

引我
久

』

諸
○

○○餔膳
鯑餔

○○甚
艱○
難

常
愍○

ツ及
転
次

人
記
品

不
ツ亦
快

既
満○

名
常

ツ立

新
発

中
音意

於
空○

王

面○
於
仏

（４９）

西
来
寺
蔵

義
源
撰
『
法
華
読
音
』

解
題
と
翻
刻



１７
ウ
太
子
時○○

為
ツ法

子

』

是
二
千

○声
聞

後
当

○○成
正
覚

諸
神○○

通

法
師
品

如
来
使○

天
花○

香

ツ及
天
宝○

○衆
甘○

美

ツ及
種
々

説
経○

典

１８
オ
猶
多
怨○

況○
滅

衣
フ覆○

之

』

渇
○乏

施○
○切

余
○国

異
○国

難
○
○得

於
高○
原○○

深
経○○

是
諸

○経

加
刀○

杖○○

宝
塔
品

而
荘○

○

之
持校

龕○○

室

１８
ウ
今
応○

○当
集

○衆
菩
薩
言

』

諸
宝○

満○
掬

見
所○○

○開

フ及
見

フ及
第

如
清○

涼○

足
指○

遠○
擲
他

○国

１９
オ
為
一
人

○
○説

』

千
葉
大
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研
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三
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第
五

提
婆
品

ツ及
天
人

不
ツ惜
躯

於
ツ法
故

宣○
令○

大
ツ法
故

時
王
聞○

八
十

○○種
好○○

磨○

金○
○
○色

時
天○

王○

信
敬○○

諸
群○○

生○○

１９
ウ
年
始○

我
雅○○

時
龍
王○

』

当
時

ツ六
変

勧
持
品

為○

慮

上
慢○

雖
難○

広
○宣

利
養○

但
○
○惜

安
楽
行
品

２０
オ

○難
有

ツ及
チ
ク
〇
畜キク

況○

』

○○

捕○
鮭岐

○屠
兒○

魁○
膾○

ラ○

タ惰○○

嬾瀬

亦
尓○

安
ツ楽
供

恚
慢○

常
柔
和○

能○
忍

故
行○○

道

髟活
中
明○

賞○

賜○

（５１）

西
来
寺
蔵
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解
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翻
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見
○
○身
処○○
中

チ七
日

２０
ウ
湧
出
品

』

単○
已○○

足
尊

巨○
○身

○○其
因○

縁○

○之
因○

縁

皆
従○

○中

於
三○

千

心
生○○

太
子
時○○

不
遠○

生
○育

如
蓮○

花○○

面○
皺○

２１
オ

已
上
廿
四
日

』

第
六

寿
量
品

非
○心
力

限
数○○

年○
紀○

○ラ
ウ良

医

○子
息

○遠
至

宛○

転○

○経
ホ
ウ方○

簡
梼○
○

所
中○

求
ツ索

救
療

２１
ウ
死
時○○

サ
イ

差○
イ
ユ

他
○国

』

フ
ツ

背
○喪

不
也

○心
恋○
慕○○

諸
堂○○
閣

我
智
力
如
是
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○為
凡
夫○○

分
別
功
徳
品

ツ立
精○
舎○

ツ若
経
行

万
ツ億
フ劫

２２
オ

○中
之○

王

解
其
言○○

趣

フ及
造○○

』

声
聞

○衆
僧○○

ツ若
経
行
処

而
荘○

厳

○○甚
高○
広

○○常
照
明○

○衆
住
処

謙○
ヘ
リ
ク
タ
ル

下
○○

諸
比
丘

已
上
廿
四
夜

随
喜
功
徳
品

若
長○

若
○幼

巻○
○
○陌

２２
ウ
宗○

○親
〈
ソ
ウ
ハ

シ
タ
シ

タ
ト
シ
〉
至

○○第
五
十

』

其
第○○

五
十

卵
生○○

楼
○閣

皺○

所
得
功
徳

不
如
是

○○第
五
十
人

如
是
第○○

五
十

於
会

○中
聞

天
宮○

○人
言

有
○経
名○

間○
聞

共
○
○生

万
世○○

２３
オ
不
黄○

不
差○

シ
ク縮○

』

（５３）
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来
寺
蔵

義
源
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解
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翻
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肺弥預
キ
ム

悪○

編臓
臓梯

○

○

ツ狭
長○

○高
直

○円
満

我
今

○応
当○

教

○○咸
応○

当○

舌
不
乾○

須
臾
聞○

歓○

喜

勧
○人

２３
ウ
法
師
功
徳
品

』

イ

皆
令

○清
浄

所
畏
心

余
山○

○シ
ュ愁

嘆○

言
之○○

シ
ツ

琴○
瑟
箜○

篌○○

声

之
音○

声○○

嶮○
谷

其○○

音○

声

相○
呼○○

諸
音○

声○○

多
伽○○
羅

○○丸

２４
オ
如
是
等
天
香
和
合
所
出
之
香

』

諸
天

○身
香

勝
殿○○

ツ若
香

ツ及
知

諸
宮○○

人

宝○○
女

厳
身○○

香○

気○

野○

牛○○

水○○

牛○○

○伏
○○蔵

花○

荘○

厳

ツ若
経
行

千
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ツ法
生○

鼻

ツ若
好

方
面○

２４
ウ
死
時○○

○諸
群○○

ツ俗
間

』

語
言○○

２５
オ

』

（
マ
マ
）

第
七

不

経

品

威
音
王
仏
寿
四
十

○名
常○○

不
軽

深
敬○○

多
年○

○猶
高○

声○
○唱
言

五
百
比
丘
尼
思
仏
〈
未
定
然
而
可
如
此
歟
〉

ツ及
見

○当
深○○

心○

○随
喜

２５
ウ
神
力
品

』

虚
空
中
声
已

ナ南○
無○

ー

○ナ
ア南

無○

ー

衣
舎○

山
ツ谷

曠
野

属
累
品

ト
ク

○難
得

有
慮○

諸
分○

身○○

薬
王
品

２６
オ

○宿
王

ツ及
此

海○
此
岸

』

（５５）

西
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寺
蔵

義
源
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解
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と
翻
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ヒ
リ
ョ
ウ

ケ
イ

畢
力
カ迦○○

〈
梵
語
也
〉

沈
水
膠
香
〈
物
名
也
〉

カ

○灌
諸
香

フ及
海○
此
岸

甄○
迦
羅

我
今
当
還
供
養
此
仏
白
巳

上
昇○

○容○
ケ
ン
・
カ
ン

顔○○
○○

〈
二
読
供
不
苦
云
々
〉

タ

ツ及
フ給
侍

若
干
千○○
塔

発
阿

２６
ウ
両○

臂

還
○復○○

土
○山

黒
○山

』

川
流○

○如
清○

涼○

○如
商○

人○

○
カ
ク客

炬○

怨

○

チ
ヤ
ク

敵

妙
音
品

マ
ク

我
○当
往

ツ及
見

莫
軽

我
○今
詣

亦
ツ欲

照
曜○

２７
オ
而
来○

○詣

其
三
昧
名
現○○

』

第
八

普
門
品
第○○

廿
五

観○
其

大
○水

漂
随○○

羅
刹

国
土
満
中
〈
着
上
着
下
両
義
〉

勿
ク得
恐
怖

ホ
ツ

○衆
商○

人○

倶
発
声
言
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即
解
頸
衆
宝
珠○

瓔
珞

２７
ウ
観
音
行○○

善
○応

○千
億

』

ノ
ム

ツ及
見
身

観
音
力

○爪

降
○
○雹

真
観○

清
浄
観○

智
恵
観○

悲
観○

及
慈
観○

須
常○○

念

普
門
品
時
〈
品
字
着
上
着
下
両
義
〉

陀
羅
尼
品

２８
オ
�
〈
羊
鳴
〉〈
非
及
ニ
ハ

鳴
ノ

音
ナ
リ
。
メ
イ
ト
読
付
タ
リ
〉

』

短○

タ
ヨ
リ
便○
○

黒
シ歯○

シ

勒
キ
ヤ伽○

如
殺

エ
ウ厭○
油○

○消
衆○

厳
王
品

長
荘
厳

指○

爪
掌○

２８
ウ
是

○誰
○誰
之

亦
ク欲

』

空○

中○○
下

甚
難○
値

復
○難
是

脱
諸
難○
亦

○難

値
浮
木○○

○歓
悦

殊
○○特

付
○第

（５７）
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法
花
読
誦
相
承

梶
井
流

慈
覚
大
師

承
雲
和
尚

尊
意
贈
僧
正

安
愿
内
供

尋
叡
内
供

明
快
大
僧
正

良
眞
大
僧
正

最
雲
法
親
王

３１
オ
仁
豪
僧
正

明
雲
大
僧
正

』

〔
顕
眞
権
僧
正

仁
全
法
印
〕

承
弁
法
眼

源
全
法
印

義
源

恵
心
流
相
伝

恵
心

覚
超

３１
ウ

蓮

実

坊

勝
範

中
嶋
院
主

長
豪

』

忠
尋

桂
林
坊
僧
都

寛
勝

功
徳
院
法
橋

仁
眞

安
楽
谷
行
忍
上
人

安
楽
谷
阿
観
上
人

妙
観
上
人
霊
山
院

義
源

義
源

３２
オ

〔
右
両
流
一
同
但
口
決
更
問
〕

』

（５９）
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付
記

本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
�
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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